












まとめ 

 「多動を伴う注意欠陥障害」と診断された 7 例の男子に,Pemoline の 1 回投与試験と 8

週間の長期投与試験を実施した。 

 長期投与試験の効果は著効 2,有効 2,やや有効 1,無効 2という結果であった。 

 1回投与試験のCPTの OE,CEによって,長期投与試験の結果をある適度予測できた。また,

注意機構に関する脳機能障害は単一でないことが示唆された。 

 Conners 行動評価法は薬効評価に有用であった。 

 投与量として 40-60mg/日,唾液中濃度として 0.5μg/ml 前後が適切な治療の目安となる

と考えられた。比較的多く認められた副作用として,不眠,いらつき,食欲低下が出現した。 


